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(論文審査の要旨) 

  

  博士論文「立位における腰椎、骨盤、下肢の矢状面上のアライメントパラメーター間の関

係 ―X線写真計測値を用いた検討―」は、立位姿勢における「仙骨角」を規定するアライメン

トパラメータを明らかにすることを目的として、43 名のスポーツ選手の X 線側面像を用いて後

方視的に研究したものである。６つのアライメントパラメータを用いた単変量解析および多変

量解析の結果、仙骨角を規定する要因として、腰椎前腕角と腰椎傾斜角が抽出されたが、理学

療法の臨床で頻繁に用いられる骨盤傾斜角は抽出されなかった。この結果は、体表から把握し

にくい仙骨の姿勢が、体表からの観察や測定により推測できる可能性を示す結果であり、今後

の方向性が論じられている。本研究は妥当なサンプルを用いて行われ、有用な知見が得られる

とともに、今後の研究への方向性が示されており、保健医療学特に理学療法領域に寄与する内

容と思われる。以上の結果より、本論文が博士（保健医療学）の学位に相当するものと判断し

た。 

 

論文題名：「立位における腰椎、骨盤、下肢の矢状面上のアライメントパラメーター間の関係 ―

X線写真計測値を用いた検討―」 
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